
置
し
た
「
木
馬
館
」
に
因
ん
だ
も
の
で
す
。

昭
和
45
（
１
９
７
０
）
年
か
ら
浪
曲
定
席
の

営
業
を
始
め
、
現
在
は
浪
曲
の
ほ
か
、
軽
演

劇
の
上
演
も
行
っ
て
い
ま
す
。

「
芸
人
は
お
客
さ
ん
が
育
て
る
」

浅
草
に
ス
タ
ー
の
手
型
が
並
ぶ

浅
草
で
は
、「
芸
人
は
お
客
さ
ん
が
育
て

る
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
舞
台
と

客
席
が
と
て
も
近
く
、
お
客
さ
ん
の
反
応
が

ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
わ
っ
て
く
る
か
ら
で
す
。

台
東
区
の
広
報
紙
『
広
報
た
い
と
う
』
令
和

２
年
元
旦
号
の
新
春
対
談
で
、
当
時
、
江
戸

ま
ち
た
い
と
う
芸
楽
祭
実
行
委
員
会
顧
問
で
、

浅
草
演
芸
ホ
ー
ル
・
東
洋
館
を
運
営
し
て
い

る
東
洋
興
業
㈱
の
会
長
の
松
倉
久
幸
さ
ん
が

「
芸
人
は
、
お
客
さ
ん
が
育
て
る
ん
で
す
。

『
お
も
し
ろ
く
な
い
！
引
っ
込
め
！
』
な
ん
て

言
葉
が
平
気
で
飛
ん
で
き
ま
す
が
、
浅
草
以

外
で
こ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
中
略
）

こ
う
い
う
『
反
応
』
が
浅
草
の
良
さ
で
あ
り
、

魅
力
だ
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
台
東
区
で
は
、
大
衆
芸
能
の
振
興

に
貢
献
し
た
芸
能
人
の
功
績
を
た
た
え
、
そ

の
業
績
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
昭
和
54

（
１
９
７
９
）
年
よ
り
手
型
と
サ
イ
ン
を
浅

草
公
会
堂
前
の
「
ス
タ
ー
の
広
場
」
と
「
オ

レ
ン
ジ
通
り
」
の
花
壇
に
設
置
し
て
お
り
、

大
衆
芸
能
ゆ
か
り
の
地
「
浅
草
」
の
名
所
と

し
て
、
多
く
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

も
の
ま
ね
、
コ
ン
ト
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
公
演
し
て
い
ま
す
。

東
洋
館
の
前
身
と
さ
れ
る
東
洋
劇
場
は
、

昭
和
34
（
１
９
５
９
）
年
に
開
業
し
、
渥
美

清
さ
ん
、
東
八
郎
さ
ん
、
萩
本
欽
一
さ
ん
、

ビ
ー
ト
た
け
し
さ
ん
等
の
コ
メ
デ
ィ
ス
タ
ー
を

輩
出
し
ま
し
た
。
昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年
の

閉
館
を
経
て
、
平
成
12
（
２
０
０
０
）
年
に
浅

草
演
芸
ホ
ー
ル
と
同
じ
建
物
の
４
階
を
改
装

し
、「
浅
草
フ
ラ
ン
ス
座
演
芸
場
東
洋
館
」
と

し
て
新
規
開
場
。
漫
才
や
漫
談
を
中
心
と
し

た
演
芸
を
上
演
し
、
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
若
手
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
笑
い
を
体
験
で
き
る
「
お
笑

い
の
発
信
基
地
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

木
馬
亭
は
、
日
本
唯
一
の
浪
曲
定
席
。
木

馬
亭
の
名
は
、
大
正
時
代
に
回
転
木
馬
を
設

落
語
、漫
才
、講
談
、浪
曲
…

歴
史
の
あ
る
劇
場
が
今
も
健
在

浅
草
公
園
六
区
に
は
長
い
歴
史
を
持
つ
大

衆
劇
場
が
い
く
つ
も
あ
り
、
多
く
の
芸
人
を

輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
浅
草
演
芸
ホ
ー
ル

は
、
昭
和
39
（
１
９
６
４
）
年
、
落
語
定
席

と
し
て
開
業
。
往
年
の
桂
文
楽
さ
ん
、
古
今

亭
志
ん
生
さ
ん
、
三
遊
亭
円
生
さ
ん
等
の
高

名
な
噺
家
と
共
に
、
後
の
落
語
界
を
担
う
古

今
亭
志
ん
朝
さ
ん
、
立
川
談
志
さ
ん
、
三
遊

亭
円
楽
さ
ん
等
も
こ
こ
で
腕
を
磨
き
ま
し

た
。
昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年
に
建
物
の
１

階
に
移
り
、
以
来
、
都
内
に
４
軒
だ
け
の
落

語
定
席
の
１
つ
と
し
て
、
落
語
を
は
じ
め
漫

才
、
漫
談
、
マ
ジ
ッ
ク
、
曲
芸
、
紙
切
り
、

浅草演芸ホール
住所：台東区浅草 1-43-12　1・2階
https://www.asakusaengei.com

浅草フランス座演芸場東洋館
住所：台東区浅草 1-43-12　4階
https://www.asakusatoyokan.com/information/

木馬亭
住所：台東区浅草 2-7-5
http://mokubatei.art.coocan.jp

現在は 343名の手型を設置。
写真は渥美清さんと天海祐希さんの手型とサイン
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女
性
の
活
躍
と
い
う
意
味
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、

国
際
劇
場
の
舞
台
で
レ
ビ
ュ
ー
（
歌
と
踊
り
を

主
体
と
し
た
シ
ョ
ー
）
を
披
露
し
、
観
客
を
魅

了
し
た
松
竹
歌
劇
団
（
昭
和
３
〈
１
９
２
８
〉

年
結
成
）
で
す
。
松
竹
歌
劇
団
の
出
身
者
に

は
、
退
団
後
に
女
優
や
歌
手
と
し
て
映
画
や
テ

レ
ビ
で
活
躍
し
て
い
る
水
の
江
瀧
子
さ
ん
、
並

木
路
子
さ
ん
、
淡
路
恵
子
さ
ん
、
草
笛
光
子
さ

ん
、
倍
賞
千
恵
子
さ
ん
等
が
い
ま
す
。

昭
和
16
（
１
９
４
１
）
年
に
起
こ
っ
た
太

平
洋
戦
争
に
よ
り
、
大
衆
芸
能
は
厳
し
く
制

限
さ
れ
、
六
区
の
賑
わ
い
も
な
く
な
り
ま
す

が
、
戦
後
に
再
び
息
を
吹
き
返
し
、
映
画

街
、
劇
場
街
と
し
て
の
活
気
が
戻
っ
て
き
ま

す
。
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始
や
全
国
各
地
に
映

画
街
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
映
画
や
演
劇

で
の
賑
わ
い
は
下
火
に
な
り
ま
す
が
、
現
在

は
浅
草
寺
を
中
心
と
し
た
日
本
を
代
表
す
る

観
光
地
と
し
て
、
海
外
か
ら
も
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

浅
草
公
園
六
区
の
賑
わ
い
と

国
際
劇
場
の
松
竹
歌
劇
団

国
内
外
か
ら
の
観
光
客
で
賑
わ
う
台
東
区

浅
草
は
、
７
世
紀
に
建
て
ら
れ
た
浅
草
寺
の

門
前
町
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
江
戸
時

代
に
は
見
世
物
小
屋
や
大
道
芸
人
が
参
拝
客

を
楽
し
ま
せ
、
日
本
橋
な
ど
か
ら
移
転
し
た

歌
舞
伎
小
屋
が
集
ま
り
芝
居
町
と
な
っ
た
時

期
も
あ
り
ま
し
た
。

明
治
時
代
に
な
る
と
、
東
京
府
に
よ
る
公

園
整
備
事
業
が
行
わ
れ
、
浅
草
寺
周
辺
の
田

ん
ぼ
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
７
つ
の
公
園
地

（
区
）
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
１
つ
が

浅
草
公
園
六
区
で
、
庶
民
の
娯
楽
地
と
し
て

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
当
初
は
、
東
京
府

が
高
い
公
園
使
用
料
や
営
業
制
限
を
し
た
た

め
、
興
行
街
と
し
て
は
不
振
で
し
た
。
そ
の

後
、
地
元
の
方
々
の
働
き
で
制
限
が
緩
和
さ

れ
、
明
治
20
（
１
８
８
７
）
年
、
六
区
に
初
め

て
の
劇
場
「
常
盤
座
」
が
開
業
。
道
化
踊
り
、

歌
舞
伎
、
新
派
劇
（
西
洋
と
日
本
の
劇
を
合

わ
せ
た
劇
）
の
ほ
か
、
活
動
写
真
（
無
声
映

画
）
も
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
六
区
に
は
浅
草

富
士
（
富
士
山
縦
覧
場
）
や
12
階
建
て
の
凌

雲
閣
も
建
て
ら
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し

た
が
、
明
治
29
（
１
８
９
６
）
年
の
大
火
災
に

よ
り
大
半
が
消
失
し
、
こ
れ
を
機
に
近
代
的

な
映
画
館
街
、
劇
場
街
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
大
正
末
期
の
関
東
大
震
災
で
大
き
な

被
害
を
受
け
、
世
界
的
な
不
況
も
重
な
り
、

復
興
が
遅
れ
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
喜
劇
や
剣
劇

（
チ
ャ
ン
バ
ラ
劇
）
が
登
場
し
て
評
判
と
な
り
、

女
性
役
者
も
活
躍
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

 

江
戸
の
昔
か
ら
発
展
し
て
き
た
大
衆
芸
能
文
化
の
一
大
中
心
地
、浅
草

台
東
区
の
浅
草
は
、
浅
草
寺
の
門
前
町
と
し
て
栄
え
、
江
戸
の
昔
か
ら
庶
民
の
文
化
が
花
開
い
た
場
所
で
す
。
な

か
で
も
浅
草
六
区
に
は
、
演
劇
、
落
語
、
漫
才
、
講
談
、
浪
曲
な
ど
の
劇
場
が
集
ま
り
、「
芸
の
聖
地
」
と
呼
ば
れ

ま
し
た
。
こ
の
歴
史
を
継
承
し
、
よ
り
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
が
「
江
戸
ま
ち
た
い
と
う
芸
楽
祭
」
で

す
。
特
集
で
は
、
浅
草
の
大
衆
芸
能
の
歴
史
と
今
年
で
6
回
目
と
な
っ
た
「
芸
楽
祭
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

「
芸
の
聖
地
」と
呼
ば
れ
た
浅
草
の
歩
み
と

台
東
区
文
化
振
興
事
業「
江
戸
ま
ち
た
い
と
う
芸げ

い

楽ら
く

祭さ
い

」
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置
し
た
「
木
馬
館
」
に
因
ん
だ
も
の
で
す
。

昭
和
45
（
１
９
７
０
）
年
か
ら
浪
曲
定
席
の

営
業
を
始
め
、
現
在
は
浪
曲
の
ほ
か
、
軽
演

劇
の
上
演
も
行
っ
て
い
ま
す
。

「
芸
人
は
お
客
さ
ん
が
育
て
る
」

浅
草
に
ス
タ
ー
の
手
型
が
並
ぶ

浅
草
で
は
、「
芸
人
は
お
客
さ
ん
が
育
て

る
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
舞
台
と

客
席
が
と
て
も
近
く
、
お
客
さ
ん
の
反
応
が

ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
わ
っ
て
く
る
か
ら
で
す
。

台
東
区
の
広
報
紙
『
広
報
た
い
と
う
』
令
和

２
年
元
旦
号
の
新
春
対
談
で
、
当
時
、
江
戸

ま
ち
た
い
と
う
芸
楽
祭
実
行
委
員
会
顧
問
で
、

浅
草
演
芸
ホ
ー
ル
・
東
洋
館
を
運
営
し
て
い

る
東
洋
興
業
㈱
の
会
長
の
松
倉
久
幸
さ
ん
が

「
芸
人
は
、
お
客
さ
ん
が
育
て
る
ん
で
す
。

『
お
も
し
ろ
く
な
い
！
引
っ
込
め
！
』
な
ん
て

言
葉
が
平
気
で
飛
ん
で
き
ま
す
が
、
浅
草
以

外
で
こ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
中
略
）

こ
う
い
う
『
反
応
』
が
浅
草
の
良
さ
で
あ
り
、

魅
力
だ
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
台
東
区
で
は
、
大
衆
芸
能
の
振
興

に
貢
献
し
た
芸
能
人
の
功
績
を
た
た
え
、
そ

の
業
績
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
昭
和
54

（
１
９
７
９
）
年
よ
り
手
型
と
サ
イ
ン
を
浅

草
公
会
堂
前
の
「
ス
タ
ー
の
広
場
」
と
「
オ

レ
ン
ジ
通
り
」
の
花
壇
に
設
置
し
て
お
り
、

大
衆
芸
能
ゆ
か
り
の
地
「
浅
草
」
の
名
所
と

し
て
、
多
く
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

も
の
ま
ね
、
コ
ン
ト
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
公
演
し
て
い
ま
す
。

東
洋
館
の
前
身
と
さ
れ
る
東
洋
劇
場
は
、

昭
和
34
（
１
９
５
９
）
年
に
開
業
し
、
渥
美

清
さ
ん
、
東
八
郎
さ
ん
、
萩
本
欽
一
さ
ん
、

ビ
ー
ト
た
け
し
さ
ん
等
の
コ
メ
デ
ィ
ス
タ
ー
を

輩
出
し
ま
し
た
。
昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年
の

閉
館
を
経
て
、
平
成
12
（
２
０
０
０
）
年
に
浅

草
演
芸
ホ
ー
ル
と
同
じ
建
物
の
４
階
を
改
装

し
、「
浅
草
フ
ラ
ン
ス
座
演
芸
場
東
洋
館
」
と

し
て
新
規
開
場
。
漫
才
や
漫
談
を
中
心
と
し

た
演
芸
を
上
演
し
、
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
若
手
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
笑
い
を
体
験
で
き
る
「
お
笑

い
の
発
信
基
地
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

木
馬
亭
は
、
日
本
唯
一
の
浪
曲
定
席
。
木

馬
亭
の
名
は
、
大
正
時
代
に
回
転
木
馬
を
設

落
語
、漫
才
、講
談
、浪
曲
…

歴
史
の
あ
る
劇
場
が
今
も
健
在

浅
草
公
園
六
区
に
は
長
い
歴
史
を
持
つ
大

衆
劇
場
が
い
く
つ
も
あ
り
、
多
く
の
芸
人
を

輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
浅
草
演
芸
ホ
ー
ル

は
、
昭
和
39
（
１
９
６
４
）
年
、
落
語
定
席

と
し
て
開
業
。
往
年
の
桂
文
楽
さ
ん
、
古
今

亭
志
ん
生
さ
ん
、
三
遊
亭
円
生
さ
ん
等
の
高

名
な
噺
家
と
共
に
、
後
の
落
語
界
を
担
う
古

今
亭
志
ん
朝
さ
ん
、
立
川
談
志
さ
ん
、
三
遊

亭
円
楽
さ
ん
等
も
こ
こ
で
腕
を
磨
き
ま
し

た
。
昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年
に
建
物
の
１

階
に
移
り
、
以
来
、
都
内
に
４
軒
だ
け
の
落

語
定
席
の
１
つ
と
し
て
、
落
語
を
は
じ
め
漫

才
、
漫
談
、
マ
ジ
ッ
ク
、
曲
芸
、
紙
切
り
、

浅草演芸ホール
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https://www.asakusaengei.com

浅草フランス座演芸場東洋館
住所：台東区浅草 1-43-12　4階
https://www.asakusatoyokan.com/information/

木馬亭
住所：台東区浅草 2-7-5
http://mokubatei.art.coocan.jp

現在は 343名の手型を設置。
写真は渥美清さんと天海祐希さんの手型とサイン

台東区

我が区のおたから_1月号_三校.indd   3我が区のおたから_1月号_三校.indd   3 2023/12/20   15:112023/12/20   15:11

3



お
り
、
肩
の
力
を
抜
い
て
気
楽
に
台
東
区
な

ら
で
は
の
芸
能
文
化
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

台
東
区
の
歴
史
あ
る
豊
富
な
芸
能
や
伝
統

文
化
を
総
合
的
に
支
援
し
、
地
域
に
根
ざ
し

た
取
り
組
み
と
し
て
展
開
、
発
信
し
て
い
く

こ
と
で
、
区
民
や
来
訪
者
が
こ
れ
ら
の
文
化

に
気
軽
に
触
れ
る
機
会
の
充
実
を
図
り
、
本

区
に
根
付
く
文
化
の
継
承
・
発
展
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
区
と
地
域
や
民
間
事
業
者
と
の

協
働
に
よ
る
実
行
委
員
会
が
運
営
、
事
業
展

開
し
て
い
ま
す
。

多
彩
な
芸
能
・
芸
術
文
化
を

肩
の
力
を
抜
い
て
楽
し
め
る

昨
年
10
月
か
ら
今
年
２
月
に
か
け
て
、

「
江
戸
ま
ち
た
い
と
う
芸
楽
祭
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
回
で
６
回
目
と
な
る
こ
の
催
し

は
、
粋
、
豊
か
な
人
情
、
進
取
の
気
性
な
ど
、

心
を
感
じ
る
「
江
戸
ま
ち 

た
い
と
う
」
で
、

先
人
た
ち
が
守
り
、
育
み
、
現
代
へ
継
承
さ

れ
て
き
た
多
彩
な
芸
能
・
芸
術
文
化
を
肩
の

力
を
抜
い
て
楽
し
め
る
お
祭
り
で
す
。
造
語

の
「
芸
楽
祭
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
文
字
ど

実
行
委
員
会
の
名
誉
顧
問
は

ビ
ー
ト
た
け
し
さ
ん

芸
楽
祭
の
前
身
は
、「
し
た
ま
ち
コ
メ

デ
ィ
映
画
祭
i
n
台
東
（
平
成
20
年
〜
29
年

度
・
第
１
回
〜
第
10
回
）
」
と
「
し
た
ま
ち

演
劇
祭
i
n
台
東
（
平
成
22
年
〜
29
年
度
・

第
１
回
〜
第
８
回
）
」。
映
画
祭
と
演
劇
祭

の
２
本
立
て
で
実
施
し
て
い
た
取
り
組
み
の

課
題
・
成
果
を
整
理
し
、
映
画
・
演
劇
だ
け

で
な
く
、
本
区
の
魅
力
あ
る
芸
能
文
化
（
漫

才
、
落
語
、
舞
踊
な
ど
）
を
総
合
的
に
発
信

す
る
事
業
へ
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
も
の
が

芸
楽
祭
で
す
。

実
行
委
員
会
の
名
誉
顧
問
は
、
浅
草
で
修

業
を
重
ね
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
ビ
ー
ト
た

け
し
さ
ん
。
日
本
を
代
表
す
る
芸
人
で
あ

り
、
俳
優
と
し
て
も
多
彩
な
才
能
を
発
揮
さ

れ
、
映
画
監
督
と
し
て
も
世
界
的
に
有
名
で

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
映
画
、
演
劇
、
芸
能

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
詰
ま
っ

た
芸
楽
祭
の
名
誉
顧
問
と
し
て
の
就
任
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
芸
楽
祭
で
は
、
た
け
し
さ

ん
の
故
郷
と
も
呼
ば
れ
る
東
洋
館
で
毎
年
開

催
さ
れ
る
「
ビ
ー
ト
た
け
し
杯
」
の
審
査
員

を
務
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

 

台
東
区
の
芸
能
・
伝
統
文
化
の
魅
力
を
発
信
す
る
「
江
戸
ま
ち
た
い
と
う
芸げ

い

楽ら

く

祭さ

い

」

第６回 江戸まちたいとう芸楽祭
期間： 令和 5（2023）年 10 月〜令和 6（2024）年

2 月
会場： 生涯学習センターミレニアムホール、金杉区

民館下谷分館、谷中区民館、平成小学校体
育館、たなか舞台芸術スタジオ、浅草公会堂、
上野ストアハウス、忠綱寺本堂、東洋館

主催：江戸まちたいとう芸楽祭実行委員会
後援： 東京都／台東区／（公社）日本劇団協議会

／（公社）日本芸能実演家団体協議会

若い頃、辿り着いたのがこのまち。なぜか楽屋でタップを踏んでいた。
お客さんが二人しかいない演芸場の舞台に立つオイラがいた。いろ
いろな場所で知らないお客さんが「一杯飲め」とお金のない自分に
飲ませてくれた。小さい頃、兄ちゃんと初めて映画と寄席を観に来
たのもこのまちだった。
あれから数十年、映画を撮ったり、絵を描いたり、藝大の先生にもなっ
た。幾重もの生きた芸が交わるまち、このまちがオイラの原点。
肩の力を抜いて笑ってほしい、肩を震わせ泣いてほしい…芸楽祭。

〈〈 名誉顧問メッセージ 〉〉

第６回江戸まちたいとう芸楽祭

Instagram Ｘ（旧Twitter）

名誉顧問：ビートたけしさん

公式サイト

我が区の「おたから」〜 23 区の魅力を再発見〜
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「
活
力
に
あ
ふ
れ
多
彩
な

魅
力
が
輝
く
ま
ち
」
を
実
現

歴
史
や
伝
統
に
基
づ
く
文
化
芸
術
は
、

人
々
の
心
を
豊
か
に
し
、
生
活
に
潤
い
を
も

た
ら
し
、
ま
ち
や
そ
こ
に
住
む
人
々
の
暮
ら

し
を
活
性
化
さ
せ
ま
す
。

台
東
区
内
に
は
今
回
取
り
上
げ
た
芸
能
文

化
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
文
化
資
源
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
文
化
資
源
が
失
わ
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
確
実
に
保
存
し
次
世
代

に
継
承
し
て
い
く
と
と
も
に
、
文
化
を
創
造

す
る
人
材
の
支
援
・
育
成
、
文
化
情
報
の
発

信
、
誰
も
が
文
化
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
に

も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
と
と
も
に
、
文
化

と
産
業
、
そ
し
て
観
光
の
力
を
連
動
さ
せ

て
、
そ
の
力
を
最
大
限
に
高
め
、
輝
か
し
い

未
来
へ
の
創
造
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
で
、

区
の
基
本
構
想
の
基
本
目
標
に
も
掲
げ
た

「
活
力
に
あ
ふ
れ
多
彩
な
魅
力
が
輝
く
ま
ち
」

を
実
現
し
ま
す
。

映
画
、
演
劇
、
芸
能
の
分
野
で

そ
れ
ぞ
れ
に
見
ど
こ
ろ
が
満
載

第
６
回
と
な
っ
た
今
年
度
は
、
映
画
の
分

野
で
は
「
ま
ち
か
ど
映
画
会
＆
和
楽
器
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
」（
10
月
）
と
「
ま
ち
か
ど
映

画
会
＆
弦
楽
四
重
奏
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」

（
11
月
）。
大
ヒ
ッ
ト
映
画
『
フ
ァ
ン
タ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
ビ
ー
ス
ト
と
ダ
ン
ブ
ル
ド
ア
の

秘
密
』
の
上
映
と
和
楽
器
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
、
子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
映
画
『
ミ
ニ
オ

ン
ズ 

フ
ィ
ー
バ
ー
』
の
上
映
と
弦
楽
器
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

演
劇
の
分
野
で
は
毎
年
開
催
し
て
い
る

「
中
高
生
ス
テ
ー
ジ
」。
台
東
区
内
の
中
学
・

高
校
演
劇
部
が
日
頃
の
稽
古
の
成
果
を
発
表

す
る
も
の
で
、
芸
楽
祭
オ
ー
プ
ン
に
先
駆
け

た
８
月
27
日
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
ホ
ー
ル
で
開
催

し
ま
し
た
。
ま
た
、
区
内
の
劇
場
等
で
公
演

す
る
団
体
と
の
連
携
公
演
と
し
て
、
10
月
に

1
劇
団
が
上
演
、
１
月
に
２
劇
団
が
上
演
予

定
で
す
。
芸
能
の
分
野
で
は
、
毎
年
恒
例
の

伝
統
芸
能
企
画
と
し
て
、
落
語
、
漫
才
、
動

物
も
の
ま
ね
を
一
度
に
鑑
賞
で
き
る
「
た
い

と
う
芸
楽
寄
席
」
を
２
月
３
日
に
実
施
予

定
。
若
手
芸
人
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
め
る

「
ビ
ー
ト
た
け
し
杯
『
お
笑
い
日
本
一
』」
を

２
月
９
日
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

屋
形
船
で
の
伝
統
芸
能
体
験
や

野
外
ス
ク
リ
ー
ン
で
映
画
上
映

平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
か
ら
始
ま
っ
た

芸
楽
祭
。
現
在
は
年
１
回
の
開
催
で
す
が
、

第
１
回
と
第
２
回
は
、
夏
の
陣
、
冬
の
陣
の

２
回
に
分
け
て
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

に
好
評
だ
っ
た
企
画
の
１
つ
に
、
第
１
回
夏

の
陣
で
実
施
し
た
「
隅
田
川
大
江
戸
浮
舞

台
」
が
あ
り
ま
す
。
屋
形
船
で
隅
田
川
の
川

下
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、
浅
草
芸
者
に
よ
る

お
座
敷
芸
や
日
本
独
自
の
手
品
「
和
妻
」、

神
事
芸
能
の
「
江
戸
太
神
楽
」
な
ど
、
江
戸

時
代
か
ら
続
く
実
演
芸
能
を
堪
能
す
る
も
の

で
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
伝
統
芸
能
の
魅

力
を
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
第
２
回
夏
の
陣
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

で
は
、
上
野
恩
賜
公
園
に
設
営
さ
れ
た
野
外

大
ス
ク
リ
ー
ン
で
映
画
『
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
・
ラ

プ
ソ
デ
ィ
』
を
上
映
し
ま
し
た
。
上
映
中
は

参
加
者
に
よ
る
熱
い
声
援
と
歌
声
に
よ
っ

て
、
ス
ク
リ
ー
ン
前
は
ラ
イ
ブ
会
場
さ
な
が

ら
の
熱
気
に
。
Q
U
E
E
N
の
曲
に
の
せ
た

ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
Q
U
E
E
N
を

敬
愛
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
等
と
合
わ
せ
て
、
約
７
８
０
０
人
の

集
客
と
な
り
ま
し
た
。

上野恩賜公園での映画上映の様子 屋形船での伝統芸能体験の様子 中高生ステージの様子

台東区

取材協力 /台東区、台東区立下町風俗資料館（表紙右上及び２ページの写真）
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「
活
力
に
あ
ふ
れ
多
彩
な

魅
力
が
輝
く
ま
ち
」
を
実
現

歴
史
や
伝
統
に
基
づ
く
文
化
芸
術
は
、

人
々
の
心
を
豊
か
に
し
、
生
活
に
潤
い
を
も

た
ら
し
、
ま
ち
や
そ
こ
に
住
む
人
々
の
暮
ら

し
を
活
性
化
さ
せ
ま
す
。

台
東
区
内
に
は
今
回
取
り
上
げ
た
芸
能
文

化
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
文
化
資
源
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
文
化
資
源
が
失
わ
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
確
実
に
保
存
し
次
世
代

に
継
承
し
て
い
く
と
と
も
に
、
文
化
を
創
造

す
る
人
材
の
支
援
・
育
成
、
文
化
情
報
の
発

信
、
誰
も
が
文
化
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
に

も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
と
と
も
に
、
文
化

と
産
業
、
そ
し
て
観
光
の
力
を
連
動
さ
せ

て
、
そ
の
力
を
最
大
限
に
高
め
、
輝
か
し
い

未
来
へ
の
創
造
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
で
、

区
の
基
本
構
想
の
基
本
目
標
に
も
掲
げ
た

「
活
力
に
あ
ふ
れ
多
彩
な
魅
力
が
輝
く
ま
ち
」

を
実
現
し
ま
す
。

映
画
、
演
劇
、
芸
能
の
分
野
で

そ
れ
ぞ
れ
に
見
ど
こ
ろ
が
満
載

第
６
回
と
な
っ
た
今
年
度
は
、
映
画
の
分

野
で
は
「
ま
ち
か
ど
映
画
会
＆
和
楽
器
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
」（
10
月
）
と
「
ま
ち
か
ど
映

画
会
＆
弦
楽
四
重
奏
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」

（
11
月
）。
大
ヒ
ッ
ト
映
画
『
フ
ァ
ン
タ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
ビ
ー
ス
ト
と
ダ
ン
ブ
ル
ド
ア
の

秘
密
』
の
上
映
と
和
楽
器
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
、
子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
映
画
『
ミ
ニ
オ

ン
ズ 

フ
ィ
ー
バ
ー
』
の
上
映
と
弦
楽
器
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

演
劇
の
分
野
で
は
毎
年
開
催
し
て
い
る

「
中
高
生
ス
テ
ー
ジ
」。
台
東
区
内
の
中
学
・

高
校
演
劇
部
が
日
頃
の
稽
古
の
成
果
を
発
表

す
る
も
の
で
、
芸
楽
祭
オ
ー
プ
ン
に
先
駆
け

た
８
月
27
日
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
ホ
ー
ル
で
開
催

し
ま
し
た
。
ま
た
、
区
内
の
劇
場
等
で
公
演

す
る
団
体
と
の
連
携
公
演
と
し
て
、
10
月
に

1
劇
団
が
上
演
、
１
月
に
２
劇
団
が
上
演
予

定
で
す
。
芸
能
の
分
野
で
は
、
毎
年
恒
例
の

伝
統
芸
能
企
画
と
し
て
、
落
語
、
漫
才
、
動

物
も
の
ま
ね
を
一
度
に
鑑
賞
で
き
る
「
た
い

と
う
芸
楽
寄
席
」
を
２
月
３
日
に
実
施
予

定
。
若
手
芸
人
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
め
る

「
ビ
ー
ト
た
け
し
杯
『
お
笑
い
日
本
一
』」
を

２
月
９
日
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

屋
形
船
で
の
伝
統
芸
能
体
験
や

野
外
ス
ク
リ
ー
ン
で
映
画
上
映

平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
か
ら
始
ま
っ
た

芸
楽
祭
。
現
在
は
年
１
回
の
開
催
で
す
が
、

第
１
回
と
第
２
回
は
、
夏
の
陣
、
冬
の
陣
の

２
回
に
分
け
て
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

に
好
評
だ
っ
た
企
画
の
１
つ
に
、
第
１
回
夏

の
陣
で
実
施
し
た
「
隅
田
川
大
江
戸
浮
舞

台
」
が
あ
り
ま
す
。
屋
形
船
で
隅
田
川
の
川

下
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、
浅
草
芸
者
に
よ
る

お
座
敷
芸
や
日
本
独
自
の
手
品
「
和
妻
」、

神
事
芸
能
の
「
江
戸
太
神
楽
」
な
ど
、
江
戸

時
代
か
ら
続
く
実
演
芸
能
を
堪
能
す
る
も
の

で
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
伝
統
芸
能
の
魅

力
を
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
第
２
回
夏
の
陣
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

で
は
、
上
野
恩
賜
公
園
に
設
営
さ
れ
た
野
外

大
ス
ク
リ
ー
ン
で
映
画
『
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
・
ラ

プ
ソ
デ
ィ
』
を
上
映
し
ま
し
た
。
上
映
中
は

参
加
者
に
よ
る
熱
い
声
援
と
歌
声
に
よ
っ

て
、
ス
ク
リ
ー
ン
前
は
ラ
イ
ブ
会
場
さ
な
が

ら
の
熱
気
に
。
Q
U
E
E
N
の
曲
に
の
せ
た

ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
Q
U
E
E
N
を

敬
愛
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
等
と
合
わ
せ
て
、
約
７
８
０
０
人
の

集
客
と
な
り
ま
し
た
。

上野恩賜公園での映画上映の様子 屋形船での伝統芸能体験の様子 中高生ステージの様子

台東区

取材協力 /台東区、台東区立下町風俗資料館（表紙右上及び２ページの写真）

我が区のおたから_1月号_三校.indd   5我が区のおたから_1月号_三校.indd   5 2023/12/20   15:112023/12/20   15:11
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特
別
区
児
童
相
談
所
、
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
の
た
め
の
人
材
育
成

研
修
の
実
施

特
別
区
は
、
令
和
5
年
度
ま
で
に
8

区
が
児
童
相
談
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

各
区
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
で

も
、
区
ま
た
は
東
京
都
の
児
童
相
談
所

と
の
連
携
体
制
を
充
実
さ
せ
、
迅
速
、

丁
寧
で
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
数

年
、
多
く
の
職
員
を
新
規
採
用
し
て
お

り
、
内
部
異
動
者
を
含
め
、
専
門
性
の

高
い
職
員
を
組
織
と
し
て
継
続
的
に
育

成
す
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
、
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
区
職
員
研
修
所
で
は
、
人
材
育

成
計
画
の
策
定
と
活
用
、
係
長
、
主
任

級
の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
、
管
理

監
督
職
に
必
要
な
専
門
的
知
見
を
テ
ー

マ
に
、
8
月
に
「
特
別
区
の
児
童
相
談

を
担
う
職
員
の
人
材
育
成
研
修
」、
9

月
か
ら
10
月
に
「
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
リ
ー
ダ
ー
研
修
、
一
時
保
護
所

職
員
リ
ー
ダ
ー
研
修
、
児
童
心
理
司

リ
ー
ダ
ー
研
修
」、
11
月
に
「
子
ど
も

家
庭
福
祉
行
政
組
織
運
営
研
修
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
れ
ら
の
研
修
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

●�

特
別
区
の
児
童
相
談
を
担
う
職
員
の

人
材
育
成
研
修

「
児
童
相
談
を
担
う
職
員
の
人
材
育

成
に
つ
い
て
の
基
本
と
な
る
考
え
方
と

知
識
」
の
科
目
で
は
、
子
ど
も
の
虹
情

報
研
修
セ
ン
タ
ー
の
中
垣
真
通
研
修
部

長
に
、
人
材
育
成
の
構
造
と
手
法
の
基

礎
知
識
に
つ
い
て
講
義
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

次
に
、「
中
野
区
の
児
童
福
祉
分
野

に
お
け
る
人
材
育
成
の
仕
組
み
作
り
」

の
科
目
で
は
、
中
野
区
児
童
相
談
所
の

人
材
育
成
計
画
の
策
定
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
の
現
場
で
の
取
組
み
に
つ
い

て
、
田
中
淳
一
係
長
に
報
告
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

研
修
生
か
ら
は
、「
職
場
環
境
の
整
備

が
個
々
の
職
員
の
自
発
的
な
学
び
を
促

し
、
ひ
い
て
は
組
織
の
機
能
向
上
に
つ

な
が
る
こ
と
を
、
改
め
て
再
認
識
で
き

ま
し
た
。」「
い

か
に
心
理
的
な

安
全
性
を
も
っ

て
仕
事
を
肯
定

的
に
と
ら
え
ら

れ
る
環
境
を
作

り
出
せ
る
か
が

重
要
で
あ
る
こ

と
を
学
び
ま
し

た
。」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

●�

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
リ
ー

ダ
ー
研
修
、
一
時
保
護
所
職
員
リ
ー

ダ
ー
研
修
、
児
童
心
理
司
リ
ー
ダ
ー

研
修

各
1
日
間
の
研
修
で
し
た
が
、
共
通

し
て
午
前
中
は
、
事
業
創
造
大
学
院
大

学
か
ら
一
守
靖
教
授
を
お
招
き
し
、

リ
ー
ダ
ー
の
役
割
、
仕
事
を
通
し
て
職

員
が
成
長
す
る
枠
組
み
、
効
果
的
な
職

場
づ
く
り
等
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
と
し
て
国
際
的

に
研
究
、
実
践
さ
れ
て
き
た
リ
ー
ダ
ー

論
を
学
ぶ
こ
と
は
新
鮮
で
、
行
政
の
相

談
を
担
う
組
織
に
も
必
要
な
基
礎
知
識

で
あ
る
こ
と
が
実
感
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
生
か
ら
は
、「
研
修
講
師
の

『
今
の
時
代
は
（
組
織
内
の
）
全
員
が

リ
ー
ダ
ー
』
と
い
う
言
葉
が
と
て
も
印

象
に
残
り
、
適
材
適
所
で
職
場
の
一
人

ひ
と
り
が
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活

躍
で
き
る
よ
う

な
職
場
を
目
指

す
と
い
う
ビ

ジ
ョ
ン
を
持
つ

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。」「
後
輩

の
育
成
に
つ
い

て
、
業
務
の
内
容
に
よ
っ
て
対
応
を
変

え
る
こ
と
が
効
果
的
だ
と
学
び
ま
し

た
。」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。各

日
の
研
修
の
午
後
は
、
そ
れ
ぞ

れ
、
杉
並
区
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
の
横
関
恭
孝
氏
（
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
リ
ー
ダ
ー
研
修
）、
中
野

区
児
童
相
談
所
の
神
谷
万
美
一
時
保
護

所
長
（
一
時
保
護
所
職
員
リ
ー
ダ
ー
研

修
）、
愛
育
研
究
所
の
山
本
恒
雄
客
員

研
究
員
（
児
童
心
理
司
リ
ー
ダ
ー
研

修
）
を
講
師
と
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
の
役

割
を
グ
ル
ー
プ
討
議
や
演
習
を
通
し
て

学
び
ま
し
た
。

「
研
修
を
通
じ
て
、
各
自
治
体
で

リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
担
う
職
員
間
の
情

報
交
換
が
で
き
た
こ
と
は
、
と
て
も
有

意
義
で
し
た
。」「
組
織
面
、
育
成
面
、

専
門
性
の
面
と
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」「
事
例
を

通
し
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
リ
ー

ダ
ー
が
で
き
る
と
良
い
か
に
つ
い
て
考

え
を
深
め
ら
れ
た
の
は
良
か
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。
み
ん
な
が
主
体
的
に
動
け

る
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
た
ら
良
い

と
思
い
ま
す
。」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

●�

子
ど
も
家
庭
福
祉
行
政
組
織
運
営

研
修

「
法
医
学
か
ら
見
た
子
ど
も
の
損
傷
」

の
科
目
で
は
、
横
浜
市
立
大
学
大
学
院

医
学
研
究
科
の
井
濱
容
子
氏
に
損
傷
の

見
か
た
や
考
え
方
に
つ
い
て
講
義
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

児
童
相
談
所
人
材
育
成
計
画
の
中
心

と
な
る
、
専
門
職
ご
と
の
キ
ャ
リ
ア
ラ

ダ
ー
に
つ
い
て
の
科
目
で
は
、
港
区
児

童
相
談
所
の
佐
藤
靖
啓
係
長
（
児
童
福

祉
司
）、
江
戸
川
区
児
童
相
談
所
の
茂

木
健
司
課
長
（
一
時
保
護
所
）、
木
野

内
由
美
子
係
長
（
児
童
心
理
司
）
か
ら

各
区
で
の
取
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
て

も
ら
い
、
グ
ル
ー
プ
討
議
を
し
な
が

ら
、
内
容
を
深
め
ま
し
た
。

「
組
織
と
し
て
の
意
思
決
定
と
子
ど

も
家
庭
相
談
に
お
け
る
人
材
育
成
」
の

科
目
で
は
、
大
正
大
学
の
近
藤
直
司
氏

か
ら
意
思
決
定
の
ポ
イ
ン
ト
や
イ
ン

テ
ー
ク
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
支
援
計
画

を
明
確
に
す
る
た
め
の
職
員
の
指
導
方

法
に
つ
い
て
講
義
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。研

修
生
か
ら
は
「
子
ど
も
の
損
傷
の

症
例
を
通
し
て
、
法
医
学
的
な
知
識
を

学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
児
童
福
祉
に
身
を

置
く
者
と
し
て
の
覚
悟
を
考
え
さ
せ
ら

れ
る
研
修
で
し
た
。」「
人
材
育
成
や
組

織
づ
く
り
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
重
要
性

を
あ
ら
た
め
て

学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
区
と
し
て
、

核
と
な
る
信
念

を
作
る
と
こ
ろ

か
ら
始
め
て
い

き
た
い
。」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

（
特
別
区
職
員
研
修
所
）

特別区の児童相談関連組織を支え、
発展させる人材育成体制とは
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公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
で
は
、
特
別
区
に
つ
い
て
多
く
の
人
に
興
味
と
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
当
協
議
会
の
Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
特

別
区
の
紹
介
動
画
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

動
画
で
は
、
と
く
べ
つ
ク
マ
Ⓡ
（
当
協
議
会
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）
が

案
内
役
と
な
っ
て
、
3
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
ご
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　東
京
23
区
「
特
別
区
」
の
紹
介

︿
テ
ー
マ
1
﹀　

特
別
区
の
現
在

特
別
区
の
位
置
、
人
口
と
面

積
、
人
口
密
度
な
ど
の
現
在
の

特
別
区
の
す
が
た
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
ま
す
。

︿
テ
ー
マ
2
﹀　

特
別
区
の
制
度

特
別
区
は
市
町
村
と
同
じ
基

礎
的
な
自
治
体
で
あ
る
こ
と

と
、
特
別
区
と
東
京
都
の
特
別

な
役
割
分
担
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
ま
す
。

︿
テ
ー
マ
3
﹀　

特
別
区
の
歴
史

東
京
に
は
じ
め
て
区
が
生
ま

れ
て
か
ら
現
在
の
23
区
の
す
が

た
に
な
る
ま
で
の
歴
史
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
別
区

の
区
域
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て

い
ま
す
。

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

な
偏
在
是
正
措
置
に
つ
い
て
国
と
対
抗

す
る
た
め
都
区
で
協
力
す
べ
き
で
あ
る

こ
と
」、「
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
や
脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
連
携
」、

「
観
光
バ
ス
が
集
中
す
る
地
域
の
駐
車

対
策
」、「
区
独
自
の
治
安
対
策
へ
の
財

政
支
援
」、「
D
X
推
進
に
お
け
る

G
o
v
T
e
c
h
東
京
等
に
よ
る
支

援
」、「
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
に
お
け

る
区
・
都
・
国
と
の
連
携
」
等
を
求
め

る
旨
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

小
池
百
合
子
都
知
事
か
ら
は
、「
頂

戴
し
た
ご
意
見
・
ご
要
望
を
踏
ま
え
、

『〈
未
来
の
東
京
〉
戦
略
』
の
推
進
、
来

年
度
予
算
の
編
成
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
等
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

意
見
交
換
の
詳
細
は
、
東
京
都
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、
録
画
映
像
及
び

議
事
録
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

�

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

特
別
区
の
紹
介
動
画
を
配
信
し
て
い
ま
す

都
知
事
と
特
別
区
長
会
と
の
意
見
交
換
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

テーマ2

テーマ3

東京23区「特別区」の紹介

左から酒井幹事（中野区長）、服部幹事（台東区長）、
前川副会長（練馬区長）、小池都知事、吉住会長（新宿区長）、

斉藤副会長（江戸川区長）、森澤幹事（品川区長）、
山本幹事（墨田区長）

テーマ1

動画はこちらか
らご覧いただけ
ます。

都
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
都
知
事

と
特
別
区
長
会
と
の
意
見
交
換
が
12
月

7
日
（
木
）
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
都

予
算
に
つ
い
て
は
8
月
8
日
（
火
）
に

23
項
目
の
要
望
を
行
っ
て
お
り
、
今
回

は
改
め
て
の
要
請
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
特
別
区
長
会
か
ら
吉
住
健

一
会
長
（
新
宿
区
長
）、
前
川
燿
男
副

会
長
（
練
馬
区
長
）、
斉
藤
猛
副
会
長

（
江
戸
川
区
長
）、
服
部
征
夫
幹
事
（
台

東
区
長
）、
森
澤
恭
子
幹
事
（
品
川
区

長
）、
酒
井
直
人
幹
事
（
中
野
区
長
）

山
本
亨
幹
事
（
墨
田
区
長
）
が
出
席
し

ま
し
た
。

吉
住
会
長
か
ら
重
点
事
項
と
し
て
、

①
子
育
て
支
援
策
の
充
実
に
つ
い
て
、

知
事
が
学
校
給
食
費
の
負
担
軽
減
に
大

胆
に
踏
み
出
す
考
え
を
示
し
た
こ
と
に

つ
い
て
謝
意
を
述
べ
、
改
め
て
都
の
財

政
支
援
と
国
と
し
て
の
無
償
化
実
現
へ

の
働
き
か
け
、
高
校
生
等
医
療
費
助
成

事
業
に
お
け
る
令
和
8
年
度
以
降
の
財

源
や
所
得
制
限
及
び
自
己
負
担
の
取
扱

い
、
②
都
と
区
の
連
携
に
よ
る
児
童
相

談
体
制
の
大
幅
な
拡
充
に
つ
な
が
る
支

援
、
特
別
区
の
児
童
相
談
所
設
置
に
伴

う
都
区
財
政
調
整
に
お
け
る
配
分
割
合

の
変
更
、
③
都
区
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
の
再
開
、
都
市
計
画
に
関
す
る
権

限
・
交
付
金
を
含
む
協
議
の
実
施
、
④

帰
宅
困
難
者
対
策
、
大
規
模
水
害
時
に

お
け
る
広
域
避
難
に
係
る
体
制
整
備
に

つ
い
て
要
請
し
ま
し
た
。

出
席
し
た
区
長
か
ら
は
、「
不
合
理
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12
月
15
日
（
金
）
に
第
4
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
審
議
結
果
〉

予
算
案
件

・�

令
和
5
年
度
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
2
号
）�

（
可
決
）

条
例
案
件

・�

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

（
可
決
）

・�

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例�

（
可
決
）

指
定
管
理
者
の
指
定
案
件

・�

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
保
護
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・�

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
宿
泊
所
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て�

（
可
決
）

人
事
案
件

・�
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
同
意
に
つ
い
て�

（
同
意
）

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
総
務
部
）

特
別
区
長
会
は
、
令
和
5
年
12
月
4
日
（
月
）
に
、

東
京
都
、
東
京
都
市
長
会
及
び
東
京
都
町
村
会
と
と
も

に
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
の
抜
本
的
な
見
直
し
を

図
る
よ
う
、
国
に
対
し
て
要
請
を
実
施
し
ま
し
た
。

共
同
要
請
の
概
要

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
、
地
域
の
活
性
化
や
被
災
し

た
地
方
自
治
体
の
復
興
支
援
に
寄
与
す
る
面
も
あ
る
も

の
の
、
自
ら
が
居
住
す
る
地
方
自
治
体
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
使
わ
れ
る
べ
き
住
民
税
を
、
寄
附
金
を
通
じ
て
他

の
地
方
自
治
体
に
移
転
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
受
益
と

負
担
と
い
う
地
方
税
の
原
則
を
歪
め
る
も
の
で
す
。

寄
附
は
本
来
、
経
済
的
な
見
返
り
を
求
め
な
い
も
の

で
す
。
返
礼
品
目
的
の
い
わ
ば
官
製
通
販
と
な
っ
て
い

る
現
行
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
、
ふ
る
さ
と
や
お
世

話
に
な
っ
た
地
方
自
治
体
を
応
援
す
る
と
い
う
制
度
創

設
時
の
理
念
か
ら
大
き
く
か
け
離
れ
て
お
り
、
都
市
部

だ
け
で
な
く
、
地
方
全
体
に
と
っ
て
、
有
益
な
制
度
と

は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

共
同
要
請
の
本
文
は
、
区
長
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

（w
w
w
.tokyo23city-kuchokai.jp

）

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

12
月
18
日
に
第
4
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
主

な
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
審
議
結
果
〉

・�

特
別
区
競
馬
組
合
副
管
理
者
（
常
勤
）
の
選
任
の
同

意
に
つ
い
て�

（
同
意
）

・�

特
別
区
競
馬
組
合
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�（
可
決
）

・�

特
別
区
競
馬
組
合
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例�

（
可
決
）

・�

特
別
区
競
馬
組
合
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

�

（
可
決
）

・�

令
和
5
年
度
特
別
区
競
馬
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）�

（
可
決
）

（
特
別
区
競
馬
組
合
議
会
事
務
局
）

12
月
18
日
に
第
2
回
臨
時
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
主

な
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
審
議
結
果
〉

・�

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

（
可
決
）

・�

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例�

（
可
決
）

12
月
26
日
に
第
4
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
主

な
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
審
議
結
果
〉

・�

令
和
５
年
度
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）�

（
可
決
）

・�

墨
田
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
議
会
事
務
局
）

令
和
5
年
第
4
回
特
別
区
人
事
・

厚
生
事
務
組
合
議
会
定
例
会
の
結
果

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
の
抜
本
的
な

見
直
し
に
関
す
る
共
同
要
請
を
実
施

令
和
5
年
第
4
回
特
別
区
競
馬

組
合
議
会
定
例
会
の
結
果

令
和
5
年
第
2
回
東
京
二
十
三
区
清
掃

一
部
事
務
組
合
議
会
臨
時
会
の
結
果

令
和
5
年
第
4
回
東
京
二
十
三
区
清
掃

一
部
事
務
組
合
議
会
定
例
会
の
結
果

船橋総務大臣政務官に要請書を提出
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令
和
5
年
12
月
15
日
開
催
の
第
4
回
特
別
区
人
事
・

厚
生
事
務
組
合
議
会
定
例
会
の
任
命
同
意
を
得
て
、
同

日
付
で
1
名
の
委
員
が
新
た
に
就
任
し
ま
し
た
。
組
合

教
育
委
員
会
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
事
務
局
）

組
合
教
育
委
員
会
委
員
の
就
任

職　名 氏　　名 任　　期 備　　考

教　育　長 白　石　高　士
�自・令和5．4．1
至・令和6．3．31

杉並区教育長

教　育　長
職務代理者 加　藤　裕　之

�自・令和5．4．1
至・令和7．5．13

墨田区教育長

委　　　員 針　谷　弘　志
�自・令和4．5．16
至・令和6．3．31

新宿区教育長

委　　　員 高　梨　博　和
�自・令和4．4．1
至・令和8．3．31

荒川区教育長

委　　　員 伊　﨑　みゆき
�自・令和5．5．15
至・令和9．3．31

品川区教育長

＊ 委　　　員 前　田　小百合
�自・令和5．12．15
至・令和8．5．15

杉並区教育委員

＊印：新任

左
記
の
期
間
は
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
休

館
中
は
資
料
の
貸
出
・
予
約
・
返
却
を
中
止
い
た
し
ま

す
。ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
に

は
、
ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼�

全
館
停
電
に
伴
う
休
館

令
和
6
年
1
月
27
日
（
土
）

※
1
月
26
日
（
金
）
は
17
時
閉
館

【
問
合
せ
先
】

�（
公
財
）
特
別
区
協
議
会　

事
業
部
調
査
研
究
課

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー

電
話 

0
3
（
5
2
1
0
）
9
0
5
1

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー

休
館
の
お
知
ら
せ

特別区⾃治情報・
交流センター
ホームページ

公式X
（旧ツイッター）

■
出
火
防
止
対
策
促
進
事
業
へ
の
協
力
依
頼
に
つ
い
て

■�

東
京
こ
ど
も
D
X
2
0
2
5 

つ
な
が
る
子
育
て
推
進
会

議
に
つ
い
て

■
全
国
健
康
福
祉
祭
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
）
に
つ
い
て

■�

C
O
P
28
に
お
け
る
「
2
0
5
0
年
『
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
特
別
区
』
の
実
現
に
向
け
た
取
組
」
の
紹
介
結

果
報
告
に
つ
い
て

■�

東
京
都
・
特
別
区
・
東
京
都
医
師
会
連
絡
協
議
会
（
三

者
協
）
及
び
東
京
都
地
域
保
健
事
業
連
絡
協
議
会
（
五

者
協
）
の
協
議
事
項
に
つ
い
て

■
国
民
健
康
保
険
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
提
言
に
つ
い
て

■
各
団
体
議
会
等
提
出
予
定
案
件
に
つ
い
て

■
労
務
交
渉
に
つ
い
て

■�

区
立
児
童
相
談
所
の
事
務
の
財
調
上
の
位
置
付
け
に
関

す
る
都
区
P
T
に
つ
い
て

■
令
和
6
年
度
都
区
財
政
調
整
協
議
に
つ
い
て

■�

令
和
5
年
度
第
4
回
都
区
協
議
会
及
び
都
知
事
と
特
別

区
長
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

■�「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
の
抜
本
的
な
見
直
し
に
関
す
る

共
同
要
請
に
つ
い
て

■
都
知
事
と
特
別
区
長
会
と
の
意
見
交
換
の
実
施
に
つ
い
て

■
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

■
被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
等
に
つ
い
て

■
区
長
会
専
門
部
会
等
の
構
成
に
つ
い
て

■
各
種
審
議
会
委
員
等
の
推
薦
に
つ
い
て

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

■
令
和
6
年
度
都
区
財
政
調
整
協
議
状
況
に
つ
い
て

■
関
東
市
議
会
議
長
会
「
都
県
提
出
議
案
」
に
つ
い
て

■
令
和
6
年
度
議
長
会
等
の
役
職
の
選
任
方
法
に
つ
い
て

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

令
和
5
年
12
月
区
長
会
・
議
長
会

の
主
な
案
件
等

12.15

会
長
区

12.18

会
長
議
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■
出
火
防
止
対
策
促
進
事
業
へ
の
協
力
依
頼
に
つ
い
て

■�

東
京
こ
ど
も
D
X
2
0
2
5 

つ
な
が
る
子
育
て
推
進
会

議
に
つ
い
て

■
全
国
健
康
福
祉
祭
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
）
に
つ
い
て

■�

C
O
P
28
に
お
け
る
「
2
0
5
0
年
『
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
特
別
区
』
の
実
現
に
向
け
た
取
組
」
の
紹
介
結

果
報
告
に
つ
い
て

■�

東
京
都
・
特
別
区
・
東
京
都
医
師
会
連
絡
協
議
会
（
三

者
協
）
及
び
東
京
都
地
域
保
健
事
業
連
絡
協
議
会
（
五

者
協
）
の
協
議
事
項
に
つ
い
て

■
国
民
健
康
保
険
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
提
言
に
つ
い
て

■
各
団
体
議
会
等
提
出
予
定
案
件
に
つ
い
て

■
労
務
交
渉
に
つ
い
て

■�

区
立
児
童
相
談
所
の
事
務
の
財
調
上
の
位
置
付
け
に
関

す
る
都
区
P
T
に
つ
い
て

■
令
和
6
年
度
都
区
財
政
調
整
協
議
に
つ
い
て

■�

令
和
5
年
度
第
4
回
都
区
協
議
会
及
び
都
知
事
と
特
別

区
長
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

■�「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
の
抜
本
的
な
見
直
し
に
関
す
る

共
同
要
請
に
つ
い
て

■
都
知
事
と
特
別
区
長
会
と
の
意
見
交
換
の
実
施
に
つ
い
て

■
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

■
被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
等
に
つ
い
て

■
区
長
会
専
門
部
会
等
の
構
成
に
つ
い
て

■
各
種
審
議
会
委
員
等
の
推
薦
に
つ
い
て

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

■
令
和
6
年
度
都
区
財
政
調
整
協
議
状
況
に
つ
い
て

■
関
東
市
議
会
議
長
会
「
都
県
提
出
議
案
」
に
つ
い
て

■
令
和
6
年
度
議
長
会
等
の
役
職
の
選
任
方
法
に
つ
い
て

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

東京都立大学
オープンユニバーシティ飯田橋キャンパスより
2月開講講座のご案内です！！

＊講座の概要については、東京都立大学オープンユニバーシティパンフレットより引用しております。（特別区協議会事業部）

※特別区職員互助組合員の方は初回のみ、必ずお電話で同組合員である旨と『組合員番号』をお申し出ください。
＜問い合わせ先＞

東京都立大学オープンユニバーシティ　https://www.ou.tmu.ac.jp/web/

Tel.03－3288－1050 （平日　9：00～17：30）

●パンフレットを無料送付いたします。

　量子物質理工学研究センターは、ナノスケールの物質
群に現れる量子電子構造、また超伝導や強相関現象など
を広く量子現象として捉え、そのような量子現象が現れ
る物質群（量子物質）を軸に、理学・工学の学術領域の
教員が横の連携を通して、新たな知と技術を創出するこ
とを目指す研究センターです。
　本講座では、その最先端の研究成果を4回のシリーズ
で紹介します。

第1回　�ナノチューブ構造の材料をつかって温度差から
電気エネルギーを取り出す

第2回　カイラル構造を持つ物質は何故面白い?
第3回　原子を積み重ねて結晶をつくる

第4回　�プリント技術を利用して薄膜やナノ材料を構造
化する

講　師：�柳　 和宏 教授　�東京都立大学大学院 理学研究科	
研究センター長

	 松田 達磨 教授　東京都立大学大学院 理学研究科
	 廣瀬 　靖 教授　東京都立大学大学院 理学研究科
	 金子 　新 教授　�東京都立大学大学院	

システムデザイン研究科
日　時：�2月8日、15日、22日、29日（木）	

18：30〜20：00（全4回）
受講料：10,100円
場　所：オンライン

●科学が開く未来への扉　量子物質理工学研究センター
量子物質が拓く新たな地平� 【講座コード：2341G109】

●行動・選択と脳のはたらき
　脳のはたらきとしくみから行動を理解する� 【講座コード：2341G006】

講　師：�雨宮 誠一朗	
理化学研究所 脳神経科学研究センター研究員

日　時：�2月3日（土）	
13：00〜16：10（全1回）

受講料：5,000円
場　所：飯田橋キャンパス

　私たちは、状況にあわせて行動を選択しています。こ
の柔軟な行動は、脳の持つ能力によって実現されていま
す。つまり、脳の性質やクセを知ることは、私たちがど
のように行動を決めているのか、なぜ不適切な行動や判
断をしてしまうのかといった疑問の答えを見つけ、私た
ちの行動を理解する手助けになります。
　では、脳はどのようなしくみとはたらきによって思考
や行動をコントロールしているのでしょうか。
　本講座では、行動や選択を支える脳機能とそのメカニ
ズムについて基礎的な神経科学の知識を学ぶことで、普
段何気なく行っている行動について考えます。

・行動を支える脳の基本的な構造と機能
・行動と選択に影響する脳内物質
・直感的思考と分析的思考の脳内ネットワーク
・脳の性質と日常の行動への応用
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23区の清掃事業を支える
「東京23区廃棄物情報管理システム」

街
中
を
歩
く
と
、
清
掃
車
を
目
に
し

な
い
日
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
も

そ
の
は
ず
、
23
区
の
清
掃
工
場
等
に
搬

入
さ
れ
る
ご
み
を
収
集
・
運
搬
し
て
い

る
車
両
は
、
3
0
0
0
台
以
上
も
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
一
日
平
均
7
0
0
0

回
も
清
掃
工
場
等
に
搬
入
し
て
い
ま
す

（
一
台
の
車
が
一
日
に
複
数
回
搬
入
を

行
う
こ
と
が
あ
る
た
め
、
台
数
よ
り
多

く
な
り
ま
す
。）。

こ
の
膨
大
な
車
両
情
報
を
管
理
し
て

い
る
の
が
、「
東
京
23
区
廃
棄
物
情
報

管
理
シ
ス
テ
ム
」（
以
下
「
シ
ス
テ
ム
」

と
い
う
。）
で
、
東
京
二
十
三
区
清
掃

一
部
事
務
組
合
（
以
下
「
清
掃
一
組
」

と
い
う
。）
が
シ
ス
テ
ム
を
管
理
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◆
シ
ス
テ
ム
の
概
要

シ
ス
テ
ム
は
、
清
掃
工
場
等
に
搬
入

さ
れ
た
ご
み
の
重
量
を
車
両
ご
と
に
記

録
管
理
し
、
23
区
、
東
京
都
、
東
京

二
十
三
区
清
掃
協
議
会
（
以
下
「
清
掃

協
議
会
」
と
い
う
。）、
清
掃
一
組
で
共

同
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

清
掃
一
組
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
と
各

関
連
施
設
等
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
情
報
を
参
照
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
日

報
や
運
搬
実
績
の
確
認
、
許
可
や
持
込

承
認
等
の
事
務
、
収
集
・
運
搬
や
清
掃

工
場
等
へ
の
搬
入
に
関
す
る
計
画
、
一

般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
等
の
基
礎
資

料
と
し
て
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
シ
ス
テ
ム
の
構
成

シ
ス
テ
ム
は
大
き
く
分
け
て
、
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
「
廃
棄
物
情

報
管
理
シ
ス
テ
ム
」
と
、
収
集
・
運
搬

車
両
の
受
付
を
行
う
「
車
両
受
付
シ
ス

テ
ム
」
の
二
つ
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
廃
棄
物
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
〉

廃
棄
物
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、
23

区
、
東
京
都
、
清
掃
協
議
会
、
清
掃
一

組
の
約
90
施
設
で
利
用
さ
れ
、
各
施
設

に
設
置
し
て
い
る
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
P
C

と
清
掃
一
組
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
と
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
な
機
能
と
し

て
、
清
掃
工
場
等
で
ご
み
搬
入
し
た
受

付
情
報
を
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
蓄
積
し
、
各
利
用
者
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
利
用
権
限
で
設
定
さ
れ
た
メ

ニ
ュ
ー
よ
り
、
ご
み
の
搬
入
出
実
績
を

確
認
し
た
り
、
収
集
・
運
搬
車
両
を
登

録
し
て
I
C
カ
ー
ド
を
発
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

〈
車
両
受
付
シ
ス
テ
ム
〉

車
両
受
付
シ
ス
テ
ム
は
、
清
掃
工
場

や
不
燃
ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー
等
、
お
よ

そ
30
か
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
収

集
・
運
搬
車
両
が
ご
み
を
搬
入
す
る
た

め
、
清
掃
工
場
等
で
受
付
を
行
う
と
、

そ
の
デ
ー
タ
が
清
掃
一
組
の
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
に
送
信
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

車
両
の
運
転
手
が
車
両
重
量
を
計
量

す
る
台
貫
（
だ
い
か
ん
）
に
設
置
さ
れ

た
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
装
置
に
I
C
カ
ー
ド

を
タ
ッ
チ
す
る
と
、
受
付
時
刻
、
車
両

の
重
量
と
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
等
の
情

報
を
組
み
合
わ
せ
た
「
受
付
情
報
」
が

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
送
信
さ
れ
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
受
付
は
I
C
カ
ー
ド
に
よ
る

自
動
受
付
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
、
あ
ら

か
じ
め
シ
ス
テ
ム
に
登
録
さ
れ
た
申
請

情
報
を
利
用
す
る
受
付
（
臨
時
持
込
）

や
、
受
付
担
当
者
が
車
両
情
報
を
す
べ

て
手
入
力
す
る
手
動
受
付
も
可
能
で
す
。

な
お
、
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
そ
れ

ぞ
れ
の
機
器
も
、
セ
キ
ュ
ア
な
特
定
通

信
回
線
網
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

東京23区廃棄物情報管理システム概略図
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◆
業
務
紹
介

シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
仕
事
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

〈
清
掃
工
場
等
で
の
ご
み
搬
入
受
付
〉

23
区
の
ご
み
収
集
は
23
区
及
び
収
集

運
搬
業
の
許
可
を
受
け
た
事
業
者
等
が

担
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
事
業
者
が
収
集
す
る
「
事

業
系
ご
み
」
を
清
掃
工
場
で
受
付
す
る

流
れ
を
紹
介
し
ま
す
。

事
業
系
ご
み
の
受
付
に
あ
た
っ
て

は
、
ま
ず
車
両
の
持
込
承
認
資
格
の
有

無
を
判
定
し
ま
す
。
併
せ
て
、
清
掃
一

組
に
支
払
う
廃
棄
物
処
理
手
数
料
を
滞

納
し
て
い
る
事
業
者
は
そ
の
都
度
現
金

を
徴
収
す
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
現
金

受
付
の
有
無
を
判
定
し
ま
す
。
次
に
過

積
載
（
過
少
積
載
）
を
判
定
し
、
最
後

に
事
業
者
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
清
掃
工

場
の
搬
入
計
画
量
に
適
合
し
て
い
る
か

を
判
定
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
判
定
で
「
搬
入
不
可
」

と
な
っ
た
場
合
、
車
両
受
付
シ
ス
テ
ム

か
ら
受
付
担
当
者
に
警
報
等
が
通
知
さ

れ
ま
す
。
担
当
者
は
搬
入
の
可
否
を
判

断
し
、
車
両
受
付
シ
ス
テ
ム
で
搬
入
可

否
の
操
作
を
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
車
両
受
付
シ
ス
テ
ム
に

は
事
業
系
ご
み
の
搬
入
前
・
後
の
車
両

重
量
を
計
測
し
、
そ
の
差
分
を
正
味
重

量
と
し
て
登
録
す
る
「
二
度
計
量
機

能
」、
受
付
を
行
わ
ず
に
ご
み
搬
入
す

る
こ
と
を
防
止
す
る
「
未
計
量
防
止
機

能
」、「
継
続
持
込
の
現
金
受
付
機
能
」、

「
搬
入
記
録
（
レ
シ
ー
ト
）
発
行
機
能
」

等
が
あ
り
ま
す
。

ご
み
の
重
量
と
車
両
情
報
を
取
得

し
、
受
付
情
報
と
し
て
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
に
送
信
す
る
車
両
受
付
シ
ス
テ
ム

は
、
ま
さ
に
シ
ス
テ
ム
の
中
核
と
い
え

ま
す
。

〈
一
般
廃
棄
物
処
理
業
許
可
事
務
〉

「
事
業
系
一
般
廃
棄
物
」
を
取
り
扱

う
事
業
者
は
、
そ
の
収
集
や
運
搬
を
業

と
し
て
行
う
場
合
に
は
「
収
集
運
搬

業
」
の
許
可
が
、
そ
の
処
分
を
業
と
し

て
行
う
場
合
に
は
「
処
分
業
」
の
許
可

が
そ
れ
ぞ
れ
必
要
で
す
。

清
掃
協
議
会
で
は
、
更
新
書
類
の
受

付
や
登
録
情
報
の
更
新
、
許
可
証
及
び

変
更
承
認
書
の
発
行
等
、
許
可
業
務
の

一
部
を
23
区
に
代
わ
り
管
理
執
行
事
務

と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

清
掃
協
議
会
が
一
括
し
て
行
っ
た
処

理
に
つ
い
て
、
そ
の
情
報
を
シ
ス
テ
ム

に
登
録
す
る
こ
と
で
、
各
区
で
も
そ
の

内
容
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
23
区
と
清
掃
協
議
会
を

シ
ス
テ
ム
で
結
ぶ
こ
と
で
、
双
方
が
連

携
し
た
業
務
執
行
を
行
え
る
仕
組
み
を

構
築
し
て
い
ま
す
。

〈
搬
入
物
検
査
情
報
登
録
業
務
〉

清
掃
工
場
に
水
銀
等
不
適
正
ご
み
が

搬
入
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
除
去
、
清
掃

に
多
く
の
時
間
と
費
用
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
清
掃
工
場
等
の
処
理
施
設
の
安

定
的
な
稼
働
の
た
め
に
は
、
不
適
正
ご

み
の
搬
入
防
止
が
重
要
で
す
。
不
適
正

ご
み
の
搬
入
防
止
の
支
援
機
能
と
し

て
、
搬
入
物
検
査
情
報
登
録
の
機
能
が

あ
り
ま
す
。
車
両
ご
と
に
行
っ
た
不
適

正
ご
み
の
検
査
の
結
果
を
シ
ス
テ
ム
に

登
録
し
ま
す
。

特
徴
は
、
シ
ス
テ
ム
の
強
み
で
あ
る

受
付
情
報
と
の
連
携
を
と
っ
た
こ
と
、

写
真
を
貼
り
付
け
て
登
録
し
、
参
照
で

き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
、
一
括
登
録
の

機
能
を
設
け
た
こ
と
等
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。こ

の
業
務
は
、
処
理
施
設
の
安
定
的

な
稼
働
の
た
め
に
シ
ス
テ
ム
が
「
縁
の

下
の
力
持
ち
」
的
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
典
型
的
な
例
と
い
え
ま
す
。

◆
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応

令
和
5
年
10
月
1
日
か
ら
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
（
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
）

へ
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

発
行
す
る
領
収
書
等
に
、
適
格
請
求

書
発
行
事
業
者
名
の
氏
名
又
は
名
称
及

び
登
録
番
号
、
適
用
税
率
、
消
費
税
額

等
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

◆
シ
ス
テ
ム
の
こ
れ
か
ら

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
蓄
積
さ
れ
た
受

付
情
報
等
を
基
と
し
て
、
清
掃
工
場
等

施
設
の
安
定
稼
働
、
施
設
整
備
や
ご
み

収
集
の
計
画
策
定
等
の
基
礎
資
料
と
な

り
ま
す
。

ま
た
、
複
数
の
組
織
と
通
信
回
線
を

通
じ
て
一
体
化
さ
れ
て
お
り
、
23
区
、

東
京
都
、
清
掃
協
議
会
等
の
利
用
者
と

の
連
携
に
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
そ
の

た
め
、
清
掃
一
組
は
利
用
者
を
メ
ン

バ
ー
と
し
た
東
京
23
区
廃
棄
物
情
報
管

理
シ
ス
テ
ム
推
進
委
員
会
を
毎
年
開
催

し
、
シ
ス
テ
ム
の
整
備
・
改
修
に
つ
い

て
審
議
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
23
区
、
東
京
都
、
清
掃

協
議
会
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
23
区
の

清
掃
事
業
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

企
画
室
）

台貫上で搬入受付をする車両一般廃棄物処理業許可事務の流れ

廃棄物情報管理
システム
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ー
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（水･祝）

JpnⅡ

大 井

1700m

★   
羽

　田

　盃

4/24
（水）

JpnⅠ

大 井

1800m
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大 井

2000m
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1800m
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来 

方 
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（火）
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盛 岡

2000m

3歳ダート三冠競走に向けた前哨戦がいよいよスタート！
TCKでは2月14日（水）雲取賞（JpnⅢ）・
3月20日（水・祝）京浜盃（JpnⅡ）を実施！

前哨戦のプロモーションアンバサダーに
元プロ野球選手の上原浩治さんが就任！

　TCKでは、2月14日（水）雲取賞（JpnⅢ）と3月
20日（水・祝）京浜盃（JpnⅡ）にあわせた特別企
画「TCK×上原浩治 ダートの頂点へ、駆け上が
れ。キャンペーン」を大好評展開中です。元プロ野
球選手で日米で頂点に立った経験をもつ上原浩治さ
んが本プロモーションのアンバサダーに就任し、
ムービーの出演などで前哨戦をPRします。

　2024年は日本ダート競馬界にとって大変革の年。その中心となる3歳ダート三冠競走の開催日程も決まり、ダート三冠
に向けた3歳馬たちの戦いがいよいよスタートします。一冠目となる羽田盃（JpnⅠ）の前哨戦として、TCKでは2月14
日（水）の雲取賞（JpnⅢ）、3月20日（水・祝）の京浜盃（JpnⅡ）を新たにダートグレード競走として実施、ダートの
精鋭たちが全国各地から集結し、初代“三冠馬”を目指して熱い戦いを繰り広げます。
　無敗の三冠馬の誕生とともに幕を閉じた“南関クラシック”の伝統を受け継ぎ、全日本的な“ダート三冠”では果た
してどんなドラマが生まれるのか、ぜひご注目ください。

（競馬事務局 広報課）

特設サイトは
こちら▶▶▶

　　　　　　　　　　　　　　開 催 成 績� （各回対比）

回別 開催日程 売得金額 利用者数 １日平均 前年度同時期対比（１日平均）
売得金額 利用者数 １人当り購買金額 売得金額 利用者数 １人当り購買金額

14 12/4～12/9 9,189,536,870円 858,893人 1,837,907,370円 171,779人 10,700円 98.4% 96.2% 102.3%
※12月5日は、電気系統のトラブルの影響により開催を取り止め、12月9日に代替競馬を実施した。
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2月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

浦　　　　　和

船　　　　　橋

川　　　　　崎

1 2 3 4 5 6 7 8 9

浦和競馬開催

船橋競馬開催

雲取賞（JpnⅢ）
●2月14日（水）
●1,800ｍ
TCKを舞台に行われる「3歳ダート三冠競走」がいよ
いよ2024年からスタート。第1戦「羽田盃」の前哨戦
（トライアルレース）に位置付けられる本レースは、本
番と同舞台・同距離で行われるダートグレード競走とし

て、冬を超えた各馬の力量比較やJRA所属馬のコース適正を測る意味でも重要な一戦と
なります。
＜上位2頭（地方所属馬に限る）に羽田盃の優先出走権を付与＞

川崎競馬開催

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

大井競馬開催

雲取賞 フジノウェーブ記念

大井競馬開催

フジノウェーブ記念（SⅢ）
●2月28日（水）
●1,400m
前身の東京スプリング盃をレース創設から4連覇した
TCKのレジェンドホース「フジノウェーブ」の功績をた
たえ、2014年にレース名を改称し実施しています。
4月の交流競走・東京スプリントに向け、短距離路線を

歩む有力馬たちが数多く出走します。
＜優勝馬に東京スプリントの優先出走権を付与＞

昼間・薄暮開催トゥインクルレース開催

1月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

浦　　　　　和

船　　　　　橋

川　　　　　崎

1 2 3 4 5 6 7 8 9
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

金盃

昼間・薄暮開催

大井競馬開催

トゥインクルレース開催

船橋競馬開催

浦和競馬開催

川崎競馬開催川崎競馬開催

金盃（SⅡ）
●1月24日（水）
●2,600m
TCKで行われる年明け最初の重賞で、国内で最も長い距離（2,600m）で争われるダート重賞
です。コースを約1周半駆け抜けるため、長距離ならではのペース配分や位置取りが勝敗を分
けるケースも多く、ジョッキーたちの腕比べも見逃せないポイントです。
＜上位2頭にダイオライト記念の優先出走権を付与＞


